
FEATURE

新産業構造ビジョンでは、Society 5.0・Connected 
Industriesを実現するための戦略４分野として、「移動
する（ヒトの移動、モノの移動）」「生み出す・手に入
れる（スマートサプライチェーン等）」「健康を維持する・
生涯活躍する（健康、医療、介護）」「暮らす（「新た

な街」づくり、シェアリング、FinTech）」を挙げている
（図２）。また、これらを実現するために必要な技術とし
て、「ドローン」「AI次世代ロボット」「ビッグデータ」
「FinTech」などが示されている（表１）。これらは、
これから企業の育成が必要であるとともに、今後の成
長領域として期待される分野でもある。

経済産業省は、第４次産業革命へ的確に対応するための官民の羅針盤となる「新産業構造ビジョン」を策定した。「新産
業構造ビジョン」は、「IoT、ビッグデータ、人工知能（AI）、ロボットに代表される技術革新によって、あらゆる構造的課題
にチャレンジし、解決していく、そしてそれを経済成長にも繋げ、一人ひとりにとって、より豊かな社会を実現することを目的
に策定１）」されたものである。

新産業構造ビジョンでは、Society 5.0・Connected Industriesを実現するために解決すべき分野と、そのために求め
られる技術が示されており、AI、IoT、ビッグデータなどが該当する。これらは、企業の育成が必要となる分野であるととも
に、今後の成長領域として期待される分野でもある。

本特集では、新産業構造ビジョンで定義されている戦略分野で活躍が期待される「Society 5.0企業」や、地域経済を
牽引する中核となる「地域未来牽引企業」を整理し、九州企業の特徴を分析する。

新産業構造ビジョンにおける戦略4分野

資料）経済産業省「新産業構造ビジョン」

１）経済産業省「新産業構造ビジョン」

九州のSociety 5.0企業

図１　Society 5.0 につながるConnected Industries

狩猟社会 農耕社会 工業社会 情報社会 Society 5.0
超スマート社会

＜社会の変化＞

＜技術の変化＞

＜産業の在り方の変化＞

Connected Industries

もの×もの
人間×機械・システム

企業×企業
人間×人間

（知識や技能の継承）
生産×消費

日本の現場力×デジタル
多様な協働

新たな
社会を形成
人間中心
課題解決型

個々の産業ごとに発展
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→新たなビジネスモデルが誕生

第1次産業革命
動力を取得
（蒸気機関）

第2次産業革命
動力が革新

（電力・モーター）

第3次産業革命
自動化が進む
（コンピュータ）

第4次産業革命
自律的な最適化が可能に
大量の情報を基に人工知能が
自ら考えて最適な行動をとる
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表１に示す技術カテゴリーは、今後成長が期待され
る分野であるとともに、地域経済の成長を牽引するも
のでもあり、それらを用いる企業・ビジネスの創出が期
待されている。また、経済産業省は、地域経済の中
心的な担い手となる企業として、全国で2,148社の

「地域未来牽引企業」を選定している。地域の中核的
な企業が新しい事業を創造し、成長を続けることは、
地域経済の盛衰に大きな意味をもっており、地域未来

牽引企業と成長カテゴリーが結びつくことによる新たな
事業の創造が求められる。

本特集では、これからの地域の成長の源泉となる企
業を「Society 5.0企業」と定義し、本誌付録「デー
タ九州」にて九州地域合計601社をとりまとめた。ま
た、経済産業省が選定した地域未来牽引企業におけ
る地域別の特徴について分析を行った。さらに、地方
中小都市で事業を創造する取り組みとして、日南市の
ITサテライトオフィス誘致についてレポートしている。

事業開発部 動向分析班

資料）経済産業省「新産業構造ビジョン」より九経調作成

資料）経済産業省「新産業構造ビジョン」

成長が期待される技術カテゴリーと
「地域未来牽引企業」

表１　4戦略を実現するための主要分野

図２　Society 5.0・Connected Industriesを実現する「新産業構造ビジョン」

戦略カテゴリー 解決される課題・ニーズ 技術 本特集の技術カテゴリー

移動する ヒトの移動、モノの移動
自動走行

自動運転・ドローン隊列走行
ドローン

生み出す、手に入れる
スマートサプライチェーン

AI次世代ロボット AI・ビッグデータ
AI次世代家電 ロボット
ビッグデータ AI・ビッグデータ
農業×IT IoT

製造・⽣産現場における⾼度化・効率化 スマートバイオ バイオ
スマートマテリアル 先端素材

健康を維持する・⽣涯活躍する
健康寿命の延伸 ヘルスケア産業

介護ロボット ヘルスケアQOLを最大化する医療
生涯現役社会の実現

暮らす
「新たな街」づくり AI AI・ビッグデータ

ビッグデータ AI・ビッグデータ
シェアリングエコノミー シェアリング シェアリング
FinTech FinTech FinTech

①「移動する」（ヒトの移動、モノの移動）

我が国の強み：
①多様で活用性の高い「リアルデータ」の蓄積
②「モノ」の強さ＝先進技術をいち早く取り込み、モノを刷新し続ける力
③グローバルに見た社会課題の先進性・大きさ＝「必要は発明の母」

⇒   Ⅰ ： モノの強みを活かしたアプローチ
　   Ⅱ： 課題解決のためのアプローチ

第4次産業革命の第1幕（ネット上のデータ競争）では、プラットフォームを海外に握られ、「小作人化」した
産業もある
第2幕（これからの主戦場）は、健康・医療・介護、製造現場、自動走行等、現実世界の「リアルデータ」を巡る
競争へ
競争領域と協調領域を切り分け、「リアルデータのプラットフォーム」を創出・発展させていくことが必要
⇒AI・データ等の利活用により、従来対応できなかった「社会的・構造的課題＝個人の真のニーズ」に対応

可能に
⇒日本の強みを活かし、第2幕で、日本にイノベーションを生み出す「リアルデータプラットフォーム」を創出

Ø

Ø

Ø

事故死亡者:国内3,904人・世界125万人、交通事故:国内49万件・世界数千万件
→運転手に起因する事故を半減
免許非保有者約4000万人、最寄りバス停・鉄道駅から1km圏外に居住236万人
→移動困難を限りなく解消等

データの利活用を促進するための制度整備
戦略分野のリアルデータプラットフォームの構築
新たなオープンクローズ戦略を支える知財・標準ルール
規制改革（日本版レギュラトリーサンドボックス等）

人材投資・育成の抜本拡充（能力・スキルを自ら継続的にアップデートする
人材の育成等）
日本型雇用システム（メンバーシップ型雇用）見直し/柔軟かつ多様な働き
方の実現（兼業副業等）

世界トップの技術・知見の集約（CoE構築）
産学連携・大学改革によるオープンイノベーション
好循環を生み出すベンチャーエコシステムの構築

中長期的な企業価値向上や円滑な産業構造・就業構造転換に資する制度
整備（データ、ヒト、モノ・技術、カネ等）

個別化された社会保障/公的保障と自助の組合せ/セーフティネットの強化

第4次産業革命の地域・中小企業への拡大

ü

ü

②「生み出す・手に入れる」（スマートサプライチェーン等）
労働生産性の伸び率:製造業2％、サービス業2％を上回る継続的な向上
温室効果ガス排出の削減:2030年度に2013年度比▲26％ 等

ü
ü

③「健康を維持する・生涯活躍する」（健康、医療、介護）
健康寿命を5歳延伸、平均寿命と健康寿命の差を短縮
2035年時点での推定要介護者数816万人を半減、介護離職を限りなくゼロ 等

ü
ü

④「暮らす」（「新たな街」づくり、シェアリング、FinTech）
住民満足度・地域の活力向上（公共データのオープン化等による住民のための利活用）
災害に強く、治安のよい街（災害による想定死傷者数半減※、犯罪率減少）

ü
ü

解決される課題・ニーズ戦略4分野

ルールの高度化

人材育成・活用システム

イノベーションエコシステム

経済の新陳代謝システム

地域・中小企業システム
社会保障システム

産業構造・就業構造の変革横断的課題

※首都直下型地震による想定死傷者数（2025年時点推定）：2万3千人

将来的には、戦略4分野におけるプラットフォーム同士の連携の可能性（例えば、「食」）

【主な経済社会システム】 【主な対応の方向性】
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